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編集後記

―この2年間，どうでしたか？
編集幹事：編集幹事を2年間担当させていただきました．慣れるまで
はバタバタしました．編集長と違い気遣い不要と気付いてからいろい
ろな人とやりとりできることを楽しみにしてました．人格を使い分け，
任務遂行のために適宜判断というトレーニングをさせていただいたと
考えています．
―それなりに楽しまれたんですね？
編集幹事：はい．論文にもストーリーがあるようにこの編集後記に 
も途中からそれが生まれました．同僚の地質学者が登場するように 
なったでしょ．
地質学者：「遊・星・人」の存在を知りました．惑星科学者が主張す
る「惑星地質学」に興味が生まれました．
―最近の地球惑星科学についてつぶやきありますか？．
地質学者：地質業界しか知りませんが，秩序レス・モラルレスが深 
刻でしょうか．ビシッとした先生がいたころは目に見えない秩序が 
あった気がします．ポスドクみたいな感覚の大人が増えた気もします．
「断片化」も問題ですね．
―「はやぶさ」盛り上がってますね．惑星探査について何か？

地質学者：小惑星でルートマップ書いて，真面目に地質図作りましょ
うよ．
編集幹事：僕も三朝層群の火山岩のサンプリングで感覚鍛えました．
ローバーには負けない．
―三朝はどうですか？
地質学者：「ダイナミック」で「ドラマティック」，そして「エキセント
リック」かつ「エクストリーム」かな．楽しいですよ．道端の小石を手
にとってこれからどうやったらバルク地球が推定できるのか真面目に
考えるようになりました．
編集幹事：走って良し，浸かって良しです．
―読者にメッセージはありますか？
編集幹事：編集作業を通じて，世代を問わずコミュニケーションが 
電子メイルに偏重している，という印象を受けました．電子メイル 
で書けないことを電話なら伝えられます．また電話ではできない攻 
撃的な表現が電子メイルでは可能です．コミュニケーションには不確
定性が伴いますが，もやもやした状況から前に進むためにはインター
ラクションは避けられないと思います．最後に，編集後記の監修に協
力戴いた惑星野外地質学者・辻森樹博士に感謝いたします．




